


































































































































乳児期 (0-1歳) 12 4 16(12.9) 
幼児前期 (1-3歳) 27 33 60(48.4) 
幼児期後期(4-6歳) 20 12 32(25.8) 
学童期 (7-12歳) 9 3 12 (9.7) 
思春期 (13歳-) 4 。 4(3.2) 
合計数 72 52 124 
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表3 受け持ち患児の疾患の種類 (n=124) 人数(%)
疾患名 A病院 B病院 合計
呼吸器系 気管支炎(端息性含む) 13 7 
鴫息 9 18 
肺炎 5 10 
肩桃炎 4 。





消化器系 急性胃腸炎 6 2 
ケトン血性曙吐症
9 (7.3) 。
泌尿器系 ネフローゼ症候群 。 3 
19A腎症 。 8 (6.5) 
尿路感染症(水腎症含む) 2 2 
代謝系 先天性代謝異常 。
2型糖尿病 3 。 7 (5.6) 
多発性骨軟骨腫 3 。





神経系 脳動静脈奇形破裂 3 。
無菌性髄膜炎 。 5 (4.0) 
けいれん 。
運動器系 大腿骨骨幹部骨折 2 。 2 (1.6) 
その他 川崎病 3 4 
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